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しのはら・やすし●81
年東武トラベル入社。
05年から企画仕入部
副部長として観光素材
の発掘・旅行商品化を
手掛ける。この実績か
ら07年、内閣府地域
活性化伝道師に任命。

土交通省観光資源課が実施している観光地
域プロデューサーモデル事業をご存知だろう

か。今年2回目となる本事業の観光地域プロデュー
サー研修が国土交通大学校柏研修センターで8月
20日から2泊3日で開催された。
　地域の市町村では高齢化の進行、若年層の流失
などが深刻となり、観光をベースにした交流人口の
拡大にチャレンジしたいと考えているところも多い。
しかし、やる気はあっても、どう進めたらよいのか
わからないのが正直なところだろう。
　地域が打って出るために必要な2本柱は、各地域

サー候補者には研修を実施し、地域活性化に精通
した専門家や観光カリスマなど一流の講師陣から、
地域おこしの手法やノウハウを習得させる一方、地
方自治体等に対しても地方財政の厳しい現状を鑑
み採用促進が図れるよう、プロデューサーの地域活
動経費（人件費を除く）の一部を支援する。今年
度は新潟県佐渡市と茨城県石岡市の2地域がプロ
デューサーの受け入れに手を挙げた。
　昨年度のプロデューサー採用実績は千葉県富津
市、東京都台東区、山梨県冨士河口湖町、静岡県
伊豆の国市、富山県立山町の5地域である。どの
地域のプロデューサーも個性豊かな方々で、年齢も
20代から60代までと幅広く、就任後それぞれの地
域に新たな血を導入するなど、成果を挙げつつある。

　富津市に着任した島田昌幸さんは25歳、最年少
での登用だ。担当は富津市の中でも人口1600人の
金谷地区、高齢化と人口減少の典型的な過疎化地
域である。地域における種々の関係を重んじる土
壌のこの地域に、「よそ者」を受け入れる素地など
あるはずがない。着任後は素顔の島田さんを地元
に自然に見せることから始めたという。
　島田さんは、その人懐こく明るい性格と若さで
地元の人々の懐に飛び込み、信頼関係を築いてい
った。今年8月には地域の主婦や農家が出品する地
場産品のお店「海農里（みのり）」をオープン。ま

に必要な能力は、地域に飛び込み、凝り固まった
地元の人間関係に風穴を開けることのできる情熱
や地域素材の開発センスと流通を視野に入れた受
け入れ体制の構築能力だ。
　旅行業界人の自治体交流は今まで大手の特権と
いった感が否めなかったが、このモデル事業では、
大手の何十倍もの汗をかきながら地域商品を開発
してきた中小からも多くの人材登用が可能となる。
　プロデューサーモデル事業は国交省の画期的事
業である。しかし、日々、観光誘客に苦悩する地
域にまだこの制度自体が十分に伝わっていない。情
報を発信する国側のプロモーションの工夫が不可欠
だが、自治体側も国の支援情報を積極的に取り込
む気構えが求められる。

の多様な観光資源を創造し
て適切に情報発信すること、
旅行者ターゲットを踏まえ、
見せ方・楽しませ方を工夫・
改善することだ。そのため
にはこれらを推進する人材
が不可欠となる。今や官・学・
民の交流は一般的だが、こ
の分野に関しても旅行業界
をはじめとする幅広い分野
から、知識と経験をベース
に熱意を持って地域活性化
に取り組む観光地域プロデ
ューサーを育成するための
人材交流が求められている。
　今回のモデル事業では「人
材を求める地域」と「地域
プロデューサー（以下プロ
デューサー）を希望する人
材」を公募。地域プロデュー

た地域資源の房州石を活用
して窯をつくり、ピザやパ
ンづくりを始めると、若者
も集まり出した。都市農村
交流に意欲のある若者が住
民票を移し新たに起業する
など、この1年で金谷の町
には、彼の力で地域活性化
への動きが大きく芽吹いて
きた。
　旅行業界から見ても、激
変する旅行需要を受け入れ
る観光地の育成やその受け
入れシステムを確立してい
く着地型商品造成が急務。
すでに大手各社はこうした
人材を積極的に育成し、自
治体や観光協会へプロデ
ューサーとして送り込んで
いる。地域プロデューサー
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今年度のプロデューサー研修には約40人参加
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